
４月１４日（金）現在
本県の新型コロナウイルスの感染状況や医療ひっ迫状況等は

国評価レベル１（感染小康期）です

本県では、新型コロナの１週間の新規感染者数は少

ない状況が続いており、県内の医療のひっ迫は概ね解

消されています。国評価レベルは、レベル１ です。

県民の皆様には、引き続き、その場に応じたマスクの

着用や咳エチケットの実施とともに、人と人との距離

の確保、手洗い等の手指消毒、換気の励行等の基本的

な感染防止対策の継続、接種可能な方は新型コロナ

ワクチンの接種をお願いします。

４月１３日現在

入院患者数
A

病床数
B

病床利用率
A／B

42 人
427 床※１ 9.8％

415 床※２ 10.1％
※１ 即応病床数（コロナ確保病床以外の病床数を含む）

※２ コロナ確保病床数

直近１週間の 10 万人当たり
新規陽性者数

31.3 人

マスク着用は個人の判断を尊重し、本人の意思に反する着脱の強制はやめましょう

〇常にマスクを携行
場所や場面に応じて着脱
できるようにしましょう。

〇咳エチケット
マスクを着用しない場合
も、咳やくしゃみによる飛
沫感染を防ぐため、口と
鼻をハンカチや袖で覆う
ように努めてください。

〇学校でもマスクの着用を
求めないことが基本

感染防止対策の５つの基本
（新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボードより）

①体調不安や症状がある場合は、
無理せず自宅で療養あるいは受診

②その場に応じたマスクの着用や
咳エチケットの実施

③換気、３密の回避は
引き続き有効

④手洗いは
日常の生活習慣に

⑤適度な運動、食事などの生活習慣で
健やかな暮らしを

次回発表予定
令和５年４月 21日(金)

※上記発表前でも必要に応じて随時発表する場合があります

全国の直近１週間 10万人当たり新規陽性者数
（４月１３日現在）



県民・事業者の皆様へのお願い

県民の皆様へのお願い

○オミクロン株対応２価ワクチンの接種

・現在実施中のオミクロン株対応２価ワクチンの接種は、オミクロン株に対し、従来型ワクチン
を上回る重症化予防効果とともに、感染予防効果や発症予防効果も期待されています。

・重症化リスクのある人と接する方、旅行やイベントに参加する方は、ワクチン接種を積極的
に検討してください。

・なお、基礎疾患のない 12 歳以上 65 歳未満の方へのオミクロン株対応２価ワクチンの接種
は５月７日で一旦終了します。次の感染拡大に備えるためにも５月７日までに、接種を検討し
てください。

○適切な受診

・夜間・休日は、軽いかぜ症状などの場合は、救急医療等の受診を控え、平日の日中にかかり
つけ医など地域の医療機関を受診してください。

○基本的な感染防止対策の継続

・「三つの密（密閉、密集、密接）」を回避するとともに、人と人との距離の確保、適切なマスク
の着用、手洗い等の手指消毒、換気の励行等の基本的な感染防止対策を継続してくださ
い。

・感染リスクが高い場所への訪問や、感染リスクの高い行動には十分注意し、基本的な感染
防止対策の徹底をお願いします。

事業者の皆様等へのお願い

○事業所における取組

・事業者の皆様は、職場や店舗等における基本的な感染防止対策の徹底、特に換気の励行、
「居場所の切り替わり」での感染防止対策や、人との接触を低減する取組など、感染防止対
策を継続してください。

・従業員が発熱等で休暇を取得する際に、新型コロナ又はインフルエンザの検査結果を証明
する書類や診断書を求めないでください。また、従業員が職場復帰する際に検査の陰性証
明や治癒証明を求めないようお願いします。

○学校等における取組

・学校では、教育活動にあたって、マスクの着用を求めないことを基本とします。基礎疾患等
の様々な事情によりマスクの着用を希望する児童生徒に対して、適切に配慮するとともに、
こまめな換気など基本的な感染防止対策の徹底に努めてください。

・職員や児童・生徒等に何らかの風邪症状がある場合については、部活動や課外活動も休
み、静養してください。

○催物（イベント）における留意事項

・イベント（催事）の主催者の皆様は、３密の回避、人と人との距離の確保、こまめな換気や消
毒など基本的な感染防止対策の徹底とともに、参加者の行動管理に努めてください。

・参加人員 5,000 人超かつ収容率 50％超のイベントを開催する場合は、県に具体的な感染
防止策を記載した「感染防止安全計画」を提出してください。



マスク着用の考え方の見直しについて（令和５年３月１３日から運用）

（国 新型コロナウイルス感染症対策本部決定通知より）



国評価レベルの判断基準 令和４年12月16日 改定

最大確保
病床使用率

４
医療機能
不全期

・発熱外来や救急外来で対応しきれず、一般の外来に
　も患者が殺到
・通常医療も含めた外来　医療全体がひっ迫し、機能
　不全の状態
・入院が必要な中等症･重症者の絶対数が著しく増加。
　医療従事者の欠勤と相まって、入院医療がひっ迫
・入院できずに、自宅療養中に死亡する者が多数発生
・通常医療を大きく制限せざるを得ない状態（重点医
　療機関における医療従事者の欠勤急増）

病床使用率

重症病床使用率

概ね
80%以上

欠勤者が膨大
な数になり、
社会インフラ
の維持にも支
障が生じる可
能性

今冬の新型コ
ロナウイルス
感染者の想定
を超える膨大
な数の感染者
が発生

　【感染状況】及び【保健医療の負荷の状況】
　今後の感染状況等を踏まえ設定

　【社会経済活動の状況】
　県内の複数の公共交通機関において、新型コロ
　ナの影響で従業員が欠勤したことによる減便が
　生じた場合

３
医療負荷
増大期

・外来医療の負荷が高まり、発熱外来や救急外来の多
　くに患者が殺到する、重症化リスクの高い方がすぐ
　に受診できないという事象が発生
・救急搬送困難事例の急増
・入院患者も増加し、また医療従事者にも欠勤者が多
　数発生し、入院医療の負荷が高まる（重点医療機関
　における医療従事者の欠勤急増）

病床使用率

重症病床使用率

概ね

50%以上

職場で欠勤者
が多数発生
し、業務継続
が困難になる
事業者も多数
発生

医療の負荷を
増大させるよ
うな数の感染
者が発生

　【感染状況】
　（２⇒３への移行）
　１週間新規感染者数の前週比1.0倍以上が継続

　【保健医療の負荷の状況】
　①コロナ受入病院入院者
　　400人以上
　②病床使用率
　（最大確保病床に対して）
　　50％
　③コロナ受入病院の医師・看護師休職者数
　　300人
　④発熱外来の行政検査数
　　21,000件／週
　⑤救急搬送困難事案件数
　　40件／週

　【社会経済活動の状況】
　具体的な目安値等は設定せず個別に判断

２
感染拡大

初期

・診療･発熱外来の患者数が急増し、負荷が高まり始め
　る
・救急外来の受診者数も増加
・病床使用率、医療従事者の欠勤者数も上昇傾向

病床使用率

概ね

30～50%

職場で欠勤者
が増加し始
め、業務継続
に支障が生じ
る事業者も出
始める

感染者が急速
に増え始める

 今後の感染状況等を踏まえ設定

１
感染

小康期

・外来医療、入院医療ともに負荷は小さい

病床使用率

概ね

0～30%
－

感染者は低位
で推移、又は
徐々に増加し
ている状態

－

状  況（国の例示等）
保健医療の負荷国評価

レベル
本県の

指標と目安値
社会経済
活動

（参考）
感染状況


